
95

———　となり合う〈遠き〉アジア　———

は
じ
め
に

現
代
カ
ン
ボ
ジ
ア

1
を
代
表
す
る
芸
術
家
、
作
家
、
研
究
者
の
ペ
イ
・

ト
ム
ク
ロ
ヴ
ル
が
著
し
た
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
舞
台
芸
術
』（
二
〇
〇
三
）

2

に
は
二
十
二
種
類
の
舞
台
芸
術
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
王
宮

古
典
舞
踊
、
影
絵
芝
居
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
五
年
に
ユ

ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
前
者
は
「
一
千
年
以
上
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
宮
廷
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
」「
王
宮
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
儀
式
に
お
い
て
演
じ
ら
れ
て
き
た
」「
演
目
は
民
族
の
起
源
に
関
連
し

た
伝
説
を
基
に
し
て
い
る
」
と
さ
れ
、
後
者
は
「
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
以
前

か
ら
古
典
舞
踊
と
と
も
に
聖
な
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
」「
神
々
に
奉
納

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
特
別
な
機
会
に
の
み
上
演
さ
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て

い
る

3
。

「
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
」「
王
宮
」「
神
々
」
に
は
つ
な
が
ら
な
い
が
、
庶

民
と
と
も
に
一
世
紀
近
く
歩
ん
で
き
た
芸
能
も
あ
る
。
中
で
も
バ
サ
ッ
ク

劇
は
群
を
抜
い
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
バ
サ
ッ
ク
劇
は
二
〇
世
紀

初
頭
に
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
か
ら
伝
わ
っ
た

大
衆
向
け
の
娯
楽
演
劇
で
あ
り
、
登
場
人
物
の
語
り
と
歌
に
よ
っ
て
物
語

が
展
開
す
る
。
題
材
の
多
く
は
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
、
ア

ン
コ
ー
ル
王
朝
以
降
の
諸
侯
の
活
躍
の
物
語
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
古
典

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
大
衆
芸
能
「
バ
サ
ッ
ク
劇
」
の
変
遷
と
そ
の
意
義
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物
語
で
あ
る
。

バ
サ
ッ
ク
劇
に
対
し
て
は
国
内
外
の
研
究
者
の
注
目
度
は
低
く
、
研
究

も
少
な
い
。
グ
イ
・
ポ
レ
は
『
カ
ム
ボ
ジ
ャ
民
俗
誌

―
ク
メ
ー
ル
族
の

慣
習
』（
一
九
四
四
）

4
の
中
の
「
舞
踊
と
音
楽
」
の
項
で
、
バ
サ
ッ
ク
劇

と
推
測
さ
れ
る
「
喜
劇
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

5
。
歌
舞
伎
な
ど
ア

ジ
ア
の
演
劇
を
専
門
と
す
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ブ
ラ
ン
ド
ン
の
『
東
南
ア
ジ

ア
の
演
劇
』（
一
九
六
七
）

6
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
三
年
間
に
渡
る
東
南

ア
ジ
ア
諸
地
域
で
の
調
査
を
も
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
バ
サ
ッ
ク
劇

の
歴
史
と
調
査
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
雑
誌
『
カ
ン
プ
チ

ア
・
ソ
リ
ヤ
ー
』

7
に
掲
載
さ
れ
た
国
文
学
者
リ
ー
・
テ
ィ
ア
ム
テ
ン
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
演
劇
に
関
す
る
研
究
」（
一
九
七
一
）

8
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

演
劇
史
を
概
観
し
、
数
あ
る
演
劇
の
中
で
も
最
終
的
に
は
バ
サ
ッ
ク
劇
と

現
代
的
な
せ
り
ふ
劇
の
二
つ
が
主
要
な
も
の
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

ペ
イ
・
ト
ム
ク
ロ
ヴ
ル
の
『
ジ
ケ
ー
と
バ
サ
ッ
ク
劇
』（
一
九
九
七
）

9
は

バ
サ
ッ
ク
劇
の
構
成
要
素
、
歌
曲
タ
イ
ト
ル
一
覧
、
歌
詞
、
著
名
な
役
者

を
紹
介
し
て
い
る
。
王
立
芸
術
大
学
教
授
で
古
典
音
楽
を
専
門
と
す
る
マ

ウ
・
プ
ア
ン
の
『
芸
術
概
論
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
音
楽
』（
一
九
九
八
）

10
で

は
、
バ
サ
ッ
ク
劇
の
音
楽
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
文
学
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
キ
ン
・
ホ
ッ
ク
デ
ィ
に
よ
る
「
一
九
世
紀
、
二
〇

世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
す
る
中
国
文
学
の
影
響
」（
一
九
八
七
）

11
で
は
、
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中
国
文
化
の
影
響
の
表
象
と
し
て
バ
サ
ッ
ク
劇
を
挙
げ
て
い
る
。
リ
ー
と

ム
ア
ン
に
よ
る
『
独
立
の
文
化
』（
二
〇
〇
一
）

12
は
、
一
九
五
三
年
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
独
立
以
降
に
発
展
し
た
現
代
的
な
建
築
、
せ
り
ふ
劇
、
映
画
、

音
楽
、
絵
画
に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
、
関
係
資
料
、
関
係
者
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
「
せ
り
ふ
劇
」
お
よ
び

「
映
画
」
の
章
で
は
、
バ
サ
ッ
ク
劇
が
せ
り
ふ
劇
、
映
画
に
及
ぼ
し
た
影

響
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

だ
が
ペ
イ
の
『
ジ
ケ
ー
と
バ
サ
ッ
ク
劇
』
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
演
劇

全
体
の
中
、
あ
る
い
は
音
楽
や
舞
踊
の
中
の
一
部
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
同
書
も
バ
サ
ッ
ク
劇
の
構
成
要
素
に
は
踏
み
こ
ん
で
は
い

る
も
の
の
、
大
枠
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
バ
サ
ッ
ク
劇
が

盛
ん
で
あ
っ
た
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
状
況
の
み
の
記
述
で
、
そ
れ
以
降

の
言
及
は
皆
無
に
等
し
い

13
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
新
た
な
文
献
お
よ
び
映
像
資
料
を
加

え
な
が
ら

14
、
バ
サ
ッ
ク
劇
の
成
り
立
ち
と
変
遷
、
構
成
要
素
を
整
理
し
、

こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
バ
サ
ッ
ク
劇
の
特
徴
と
意
義
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

一
．
バ
サ
ッ
ク
劇
の
成
り
立
ち

―
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
に
つ
い
て

前
掲
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
に
よ
る
著
書
で
は
、
バ
サ
ッ
ク
劇
の
発
祥
地
は

「
カ
ン
プ
チ
ア
・
ク
ラ
オ
ム
の
プ
レ
ア
・
ト
ロ
ペ
ア
ン
の
対
岸
に
あ
る
ク

レ
ア
ン
州
バ
サ
ッ
ク
郡
」
と
し
て
い
る
。
バ
サ
ッ
ク
は
地
名
で
あ
る
と
同

時
に
メ
コ
ン
川
の
支
流
名
で
も
あ
る
。
バ
サ
ッ
ク
川
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
メ

コ
ン
川
に
合
流
し
、
ベ
ト
ナ
ム
を
通
っ
て
南
シ
ナ
海
に
流
れ
込
む
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
に
と
っ
て
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
、
つ
ま
り
地
理
的
に
プ
ノ
ン
ペ

ン
の
南
部
に
あ
た
る
カ
ン
プ
チ
ア
・
ク
ラ
オ
ム
、
つ
ま
り
「
下
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
」
か
ら
き
た
も
の
は
す
べ
て
バ
サ
ッ
ク
起
源
の
も
の
と
認
識
し
て
い

る
の
で
あ
る

15
。

プ
レ
ア
・
ト
ロ
ペ
ア
ン
、
ク
レ
ア
ン
、
バ
サ
ッ
ク
は
、
現
ベ
ト
ナ
ム
内

の
メ
コ
ン
川
河
口
の
デ
ル
タ
地
域
に
あ
る
チ
ャ
ヴ
ィ
ン
省
、
ソ
ク
チ
ャ
ン

省
に
当
た
る
。
遅
く
と
も
一
六
世
紀
末
に
は
チ
ャ
ヴ
ィ
ン
省
の
南
部
の
一

地
域
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
社
会
が
成
立
し
て
い
た
が
、
一
七
七
五
年
に
ベ

ト
ナ
ム
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ

16
、
一
九
世
紀
に
な
る
と
ベ
ト
ナ
ム
人

が
本
格
的
に
入
植
し
て
き
た

17
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
自
ら
の
慣
習
を
放
棄

さ
せ
ら
れ
、
地
名
や
人
名
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
の
発
音
に
類
似
し
た
漢
字
を

用
い
て
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

18
。
一
九
五
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協

定
で
ベ
ト
ナ
ム
領
と
な
っ
た
が
、
現
在
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
多
く
居
住
し

19
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
語
を
話
し
、
上
座
仏
教
寺
院
が
数
多
く
あ
る

20
。
省
都
ソ
ク

チ
ャ
ン
市
に
は
パ
ー
リ
語
高
級
学
校
や
ク
メ
ー
ル
民
族
文
化
博
物
館
が

あ
る

21
。
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
は
、
少
な
く
と
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
本
国
に
い

る
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
ル
ー
ツ
に
持
つ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に

と
っ
て
は
、
現
在
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
領
土
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
り

22
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
あ
る
と
い
う
記
述
は
一
切
な
く
、
既
述
し

た
よ
う
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
に
よ
る
名
称
で
呼
ぶ
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。

バ
サ
ッ
ク
劇
の
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、バ
サ
ッ
ク
地
域
の
ク
サ
ッ
チ
・

カ
ン
ダ
ー
ル
寺

23
の
ス
オ
と
い
う
住
職
が
還
俗
後
、
他
の
還
俗
者
や
弟
子
、

信
徒
た
ち
と
と
も
に
劇
団
を
作
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う

24
。
当
初
は
瓢

箪
棚
の
よ
う
な
枝
を
葺
い
た
だ
け
の
簡
単
な
造
り
の
芝
居
小
屋
で
上
演

し
た
の
で
瓢
箪
棚
劇
と
も
呼
ば
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
イ
ル
オ
ン
劇

25
、

ま
た
華
人
に
よ
る
「
ヒ
ー
劇
」

26
な
ど
と
と
も
に
、
バ
サ
ッ
ク
地
域
に
存
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在
し
た
演
劇
は
互
い
に
切
磋
琢
磨
さ
れ
て
い
っ
た
。
瓢
箪
棚
劇
の
一
座
は

他
の
劇
団
の
長
所
を
適
宜
取
り
入
れ
、
ま
た
観
客
に
よ
っ
て
使
用
言
語
を

変
え
た
こ
と
に
よ
り
、
人
気
を
博
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

カ
イ
ル
オ
ン
劇
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
演
劇
ト
ゥ
オ
ン
を
「
改
良
」
し
た

劇
と
い
う
意
味
で
、
一
九
三
〇
年
代
に
南
部
で
最
盛
期
を
迎
え
た
新
し
い

歌
劇
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
南
西
部
の
民
謡
、
冠
婚
葬
祭
の
音
楽
と
伝
統
的

歌
劇
を
基
本
と
し
て
、
そ
こ
に
西
洋
の
映
画
、
戯
曲
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
を
組
み
合
わ
せ
、
ハ
ッ
ト
・
ボ
イ
劇
よ
り
も
大
仰
な
動
作
や
表
現
が
抑

え
ら
れ
て
い
る

27
。
ま
た
ハ
ッ
ト
・
ボ
イ
劇
と
は
ト
ゥ
オ
ン
、
ハ
ッ
ト
・

ボ
と
も
呼
ば
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
宮
廷
で
演
じ
ら
れ
発
展
し
た
歌
劇
で
あ

り
、
中
国
伝
統
演
劇
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
題
材
は
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国

の
古
い
説
話
な
ど
か
ら
得
て
お
り
、
動
作
、
化
粧
の
型
が
役
柄
に
よ
っ
て

決
ま
っ
て
い
る

28
。

リ
ー

29
で
は
、
一
九
三
〇
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
最
初
に
バ
サ
ッ
ク
劇
を

上
演
し
た
と
い
う
バ
サ
ッ
ク
地
域
出
身
の
チ
ャ
ー
・
ク
ル
オ
ン

30
へ
の
聞

き
取
り
か
ら
、そ
の
成
り
立
ち
を
述
べ
て
い
る

31
。
そ
れ
に
よ
る
と
ジ
ケ
ー

劇
を
見
飽
き
た
バ
サ
ッ
ク
地
域
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の

演
じ
る
ハ
ッ
ト
・
ボ
イ
劇
や
カ
イ
ル
オ
ン
劇
を
好
ん
で
見
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
チ
ャ
ー
・
ク
ル
オ
ン
は
、
語
り
手
を
使
わ
ず
登
場
人
物
た
ち

が
自
ら
語
り
歌
う
、
身
体
的
な
激
し
い
動
き
を
す
る
、
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム

演
劇
の
特
徴
を
取
り
入
れ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
伝
統
演
劇
の
ひ
と
つ
で
あ

る
ジ
ケ
ー
劇
を
基
に
新
た
な
芝
居
を
作
り
だ
し
た
。
こ
れ
が
非
常
な
人
気

と
な
り
、
プ
レ
イ
ノ
ー
コ
ー

32
で
の
上
演
も
成
功
し
た
。
一
座
は
上
演
に

必
要
と
な
る
舞
台
、
大
道
具
、
小
道
具
を
ジ
ャ
ン
ク
船
に
搭
載
し
て
メ
コ

ン
川
沿
い
を
遡
り
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
皮
切
り
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
方
を

回
っ
た
。
移
動
、
運
搬
の
手
段
で
あ
っ
た
船
は
舞
台
を
設
え
る
こ
と
も
で

き
、
ま
た
一
座
の
住
居
と
も
な
っ
た

33
。
こ
う
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
こ

の
よ
う
な
芝
居
を
「
下
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
か
ら
来
た
劇
、
バ
サ
ッ
ク
劇
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
ジ
ケ
ー
劇
と
は
、
ペ
イ
（
二
〇
〇
三
年
）

34
で

は
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
す
る
チ
ャ
ム
人
の
文
化
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ジ

ケ
ー
劇
や
タ
イ
の
リ
ケ
ー
劇
と
の
関
連
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る

だ
け
で
、
発
祥
の
時
期
や
場
所
に
つ
い
て
は
言
明
し
て
い
な
い
。
ジ
ケ
ー

劇
の
特
徴
は
、
ジ
ケ
ー
太
鼓
と
い
わ
れ
る
、
直
径
が
大
き
く
厚
み
の
な
い
、

手
で
叩
く
太
鼓
を
主
要
な
楽
器
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
歌
や
踊

り
の
比
率
が
高
く
、
戦
闘
の
場
面
は
少
な
い

35
。
マ
ウ
に
よ
る
と
ジ
ケ
ー

劇
の
題
材
は
「
五
〇
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
」
や
「
マ
ッ
ク
ト
ゥ
ン
」「
ト
ム
・
テ
ィ

ア
ウ
」
で
あ
る

36
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
バ
サ
ッ
ク
劇
と
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ジ
ケ
ー
劇
を
基

本
に
中
国
伝
統
劇
に
影
響
を
受
け
た
ベ
ト
ナ
ム
演
劇
ハ
ッ
ト
・
ボ
イ
、
カ

イ
ル
オ
ン
を
取
り
入
れ
た
芝
居
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
．
バ
サ
ッ
ク
劇
の
爆
発
的
な
人
気

―
ス
タ
ー
の
登
場

バ
サ
ッ
ク
劇
が
人
気
を
博
し
て
い
た
時
期
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
を

受
け
た
現
代
的
な
演
劇
で
あ
る
せ
り
ふ
劇
が
登
場
し
た
。
リ
ー
で
は
せ
り

ふ
劇
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

37
。
一
九
二
七
年

の
シ
ソ
ワ
ッ
ト
・
モ
ニ
ヴ
ォ
ン
王
（
在
位
一
九
二
七
―
一
九
四
一
）
の
即
位

式
の
際
に
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
さ
ま
ざ
ま
な
舞
踊
団
、
劇
団
が
庶
民
の
娯
楽

の
た
め
に
上
演
し
た
。
一
部
の
劇
団
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
せ
り
ふ
劇
、
つ
ま

り
舞
台
設
定
や
衣
装
が
実
在
す
る
同
時
代
の
一
般
の
人
々
を
模
し
た
芝
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居
を
演
じ
て
お
り
、
歌
や
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
西
洋
音
楽
が

入
る
も
の
だ
っ
た
。
即
位
式
と
そ
れ
に
伴
う
祝
祭
を
見
よ
う
と
全
国
か
ら

集
ま
っ
て
き
た
人
々
は
、
今
ま
で
に
な
い
芝
居
を
目
に
し
、
こ
の
評
判
は

す
ぐ
さ
ま
全
国
に
広
が
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
既
存
に
な
い
演
劇
を
受
け
入
れ
る
素
地
の
あ
る
と
こ
ろ

に
、
さ
ら
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
が
外
国
か
ら
の
種
々
の
劇
団
に
よ
る
上

演
だ
っ
た
。
シ
ャ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
学
生
劇
団
が

海
外
視
察
旅
行
も
兼
ね
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
上
演
す
る
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス

保
護
国
政
府
が
許
可
し
た
。
そ
れ
に
影
響
さ
れ
た
教
員
、
学
生
、
官
吏
な

ど
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
知
識
人
層
が
、
同
様
の
現
代
的
な
劇
を
上
演
す
る
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
よ
う
な
演
劇
を
「
テ
ア
ト
ル
劇
」
と
自
ら
称

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
歌
や
踊
り
も

加
え
前
座
と
し
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
保
護
国
政
府
も
支
援
し
、
グ
イ
・
ポ

レ
を
演
劇
専
門
家
と
し
た

38
。

そ
の
後
、
中
高
等
学
校
同
窓
会
、
作
家
協
会
、
研
究
者
の
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
劇
団
が
で
き
、
活
動
資
金
集
め
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

主
催
の
行
事
で
上
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た

39
。
一
九
五
五
―
五
六
年
ご
ろ

に
は
演
劇
学
を
修
め
た
国
内
の
専
門
家
を
集
め
て
国
立
の
劇
団
が
で
き
、

演
じ
ら
れ
る
劇
は
「
国
民
演
劇
」
と
称
さ
れ
た

40
。
国
内
の
現
代
小
説
や

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
や
モ
リ
エ
ー
ル
な
ど
の
作
品
が
上
演
さ
れ
、
一
九
五
七

年
か
ら
一
九
五
八
年
の
間
に
は
演
劇
学
校
も
設
立
さ
れ
た

41
。
こ
の
よ
う

に
せ
り
ふ
劇
の
成
立
過
程
を
見
る
と
、
バ
サ
ッ
ク
劇
と
は
異
な
り
知
識
人

層
だ
け
が
関
わ
っ
て
き
た
官
製
の
演
劇
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
三
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
初
期
の
民
族
主
義
者
た
ち
に
よ
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
語
紙
『
ナ
ガ
ラ
ワ
ッ
タ
』
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
劇
団
や
舞
踊
団
の
上

演
の
様
子
を
伝
え
、
す
ぐ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
内
容
を
連
載
で
紹
介

し
て
い
る

42
。
ま
た
せ
り
ふ
劇
に
対
し
て
支
持
的
な
記
事
が
多
く
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
シ
ソ
ワ
ッ
ト
中
高
等
学
校
の
卒
業
生
が
同
窓
会
会

員
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
会
員
が
多
数
い
る
国
内
の
主
要
都
市
を
グ

ル
ー
プ
で
訪
問
し
、
そ
の
際
に
劇
を
上
演
し
た
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　

知
識
人
階
層
は
自
分
た
ち
の
演
劇
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、
バ
サ
ッ
ク

劇
と
の
差
別
化
を
図
ろ
う
と
す
る
。
ポ
レ
は
「
上
流
人
文
士
」
た
ち
が

バ
サ
ッ
ク
劇
を
軽
蔑
し
、「
王
室
の
舞
踊
の
漫
畫
と
等
し
く
、『
ジ
ャ
ワ

人
並
び
に
回
教
徒
の
流
れ
を
汲
む
』
タ
イ
の
リ
ケ
或
い
は
イ
ケ
の
新
し
い

翻
案
で
し
か
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
と
記
し
て
い
る

43
。『
ナ
ガ
ラ
ワ
ッ

タ
』
に
お
い
て
も
バ
サ
ッ
ク
劇
に
対
し
て
は
非
常
に
批
判
的
な
記
事
を
掲

載
し
て
い
る
。
一
九
三
九
年
一
一
月
一
一
日
第
一
四
二
号
に
は
「
我
が
ク

メ
ー
ル
人
女
性
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
ま
で
バ
サ
ッ
ク
の
演
劇
を
見
る
の

を
好
む
人
が
多
い
の
か
」
と
い
う
見
出
し
で
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
々
は
疑
問
に
思
う
。
居
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
踊
り
を
見
に
行
く

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
劇
団
員
を
連
れ
て
行
っ
て
食
事
を
ふ
る
ま
い
、
さ

ら
に
家
に
連
れ
て
行
っ
て
一
緒
に
泊
ら
せ
住
ま
わ
せ
る
。
バ
サ
ッ
ク
劇
が

好
き
に
な
っ
て
夫
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
人
ま
で
い
る
。

―
略

―
我
々
は
、「
夫
た
ち
は
も
っ
と
厳
し
く
す
る
べ
き
で
あ
る
。
妻
が
こ

の
よ
う
に
劇
団
員
に
大
騒
ぎ
す
る
の
を
放
置
し
て
お
い
て
は
い
け
な
い
」

と
理
解
す
る
。

　

ま
た
一
九
三
九
年
一
二
月
九
日
第
一
四
六
号
の
記
事
で
は
「
我
々
は
バ

サ
ッ
ク
劇
団
を
好
み
、
夫
を
忘
れ
、
兄
弟
を
忘
れ
て
し
ま
う
女
性
が
い
る
」

こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
都
市
で
も
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見
ら
れ
る
現
象
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
回
、
バ
ッ
ト
・
ド
ン
ボ
ー
ン
の
我
々
の
新
聞
読
者
か
ら
、「
バ
ッ
ト
・

ド
ン
ボ
ー
ン
市
に
も
こ
の
よ
う
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
女
性
が
い
る
。
放

置
す
る
と
、
き
っ
と
こ
の
病
気
は
全
国
に
広
が
る
に
違
い
な
い
」
と
心
配

す
る
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
我
々
は
、「
な
ぜ
女
性
た
ち
が
集
ま
っ
て
こ

の
よ
う
に
バ
サ
ッ
ク
劇
団
員
を
好
き
に
な
る
の
か
」と
疑
問
に
思
う
。
我
々

は
新
聞
読
者
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
話
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
知
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
我
々
に
助
力
し
て
蒙
を
啓
い
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
す

る
。

当
時
の
男
性
知
識
人
た
ち
が
糾
弾
す
る
ほ
ど
、
バ
サ
ッ
ク
劇
が
人
気
を
博

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

44
。
二
〇
〇
一
年
に
は
文
化
芸
術
省
の
政
務
次

官
に
な
っ
て
い
た
ペ
イ
は
次
の
よ
う
に
せ
り
ふ
劇
を
評
価
し
て
い
る
。

ひ
と
つ
に
は
先
進
的
だ
っ
た
の
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
す
べ
て
の
せ
り
ふ

が
よ
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。
つ
ま
り
知
識
人
が
つ
く
り
、
演
出
し
て
い

て
、
バ
サ
ッ
ク
劇
や
ほ
か
の
劇
の
よ
う
に
即
興
で
演
じ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
ら
の
劇
で
は
役
者
は
演
技
や
せ
り
ふ
を
自
分
で
決
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
し
、
歌
も
思
い
つ
く
ま
ま
に
歌
う
。
だ
が
国
民
演
劇
で
は
そ
う
で
は

な
く
、
せ
り
ふ
は
す
べ
て
推
敲
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
練

ら
れ
た
演
出
が
さ
れ
て
い
る
。

45

さ
ら
に
「
バ
サ
ッ
ク
劇
を
見
に
行
く
人
は
多
か
っ
た
。
し
か
し
た
い
て

い
の
場
合
、
一
般
の
人
や
知
識
人
は
あ
ま
り
見
に
行
か
な
か
っ
た
。
正
確

に
言
え
ば
、
大
衆
が
好
ん
で
見
に
行
っ
た
」
と
も
言
っ
て
い
る

46
。
ペ
イ

は
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
に
バ
サ
ッ
ク
劇
に
陰
り
が
見
え
て
き
た
理
由
と

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

47
。

バ
サ
ッ
ク
劇
と
は
そ
も
そ
も
文
学
、
仏
教
、
詩
歌
に
長
け
た
文
人
た
ち
が

創
り
、観
客
も
芝
居
に
対
し
敬
意
を
払
っ
て
い
た
が
、そ
の
時
（
筆
者
注
：

一
九
六
〇
年
代
）
に
は
教
養
の
み
な
ら
ず
文
字
も
書
け
な
い
よ
う
な
人
が

役
者
に
な
り
、
即
興
で
演
じ
、
言
葉
遣
い
も
不
適
切
で
耳
障
り
だ
っ
た
。

さ
ら
に
役
者
た
ち
は
賭
博
、
女
、
酒
、
薬
物
に
手
を
出
し
て
い
て
品
行
も

良
く
な
か
っ
た
こ
と
が
観
客
離
れ
の
理
由
だ
っ
た
。

周
到
な
準
備
の
上
で
上
演
す
る
せ
り
ふ
劇
と
対
極
の
、
即
興
で
演
じ
ら
れ

る
バ
サ
ッ
ク
劇
を
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
バ
サ
ッ
ク
劇
は
教

養
の
な
い
役
者
が
即
興
で
演
じ
る
大
衆
の
も
の
で
あ
り
、
せ
り
ふ
劇
は
学

識
の
高
い
知
識
人
の
も
の
、
と
い
う
認
識
が
当
時
も
現
在
も
あ
る
と
い
え

る
48
。　

　

一
方
、
ポ
レ
は
バ
サ
ッ
ク
劇
の
人
気
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
49
。音

楽
、
歌
合
戦
、
道
化
、
詩
等
の
混
じ
り
合
っ
た
新
作
劇
を
新
し
い
も
の

と
信
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
恒
久
普
遍
の
伝
統
の
墨
守
す
る
の
と
違
っ
て
、

大
衆
の
好
む
と
こ
ろ
に
従
っ
て
絶
え
ず
発
展
を
続
け
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
集
散
地
近
辺
の
田
舎
者
は
支
那
や
安
南
の
「
当
世
風
」
を
非
常
に
好

む
の
で
、
喜
劇
も
現
在
で
は
全
然
統
一
の
な
い
諸
要
素
か
ら
な
る
驚
く
べ

き
混
合
物
で
あ
る
の
も
勢
い
ま
ぬ
が
れ
ぬ
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
三
〇
年
代
に
限
ら
ず
、
一
九
五
〇
年
代
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
子
ど
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も
の
頃
の
思
い
出
を
綴
っ
た
物
語
に
も
バ
サ
ッ
ク
劇
に
夢
中
に
な
っ
た

少
年
た
ち
や
女
性
た
ち
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い

の
が
、
原
文
で
は
「
芝
居
、
劇
」
を
意
味
す
る
「
ル
カ
オ
ン
」
と
し
か
書

か
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
芝
居
の
描
写
を
見
る
と
こ
れ
が
バ
サ
ッ
ク
劇
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
当
時
の
庶
民
に
と
っ
て
芝
居
、
劇
と
い
え

ば
、
数
あ
る
演
劇
の
中
で
も
ほ
か
で
も
な
い
バ
サ
ッ
ク
劇
を
指
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
五
一
年
、
中
級
科
第
一
学
年
の
と
き
、
私
は
突
然
、
芝
居
の
虜
に
な
っ

た
。
オ
ー
ン
社
長
の
劇
場
で
や
っ
て
い
る
芝
居
で
、当
時
非
常
に
有
名
だ
っ

た
サ
ン
・
サ
ル
ン
が
主
役
を
演
じ
て
い
た
。
バ
ン
コ
ッ
ク
寺
で
は
ホ
ン
と

い
う
親
友
が
い
た
。
ホ
ン
も
寺
に
寄
宿
し
て
い
て
、
私
よ
り
は
る
か
に
芝

居
に
熱
中
し
て
い
た
。
芝
居
の
霊
が
私
に
と
り
つ
い
た
こ
と
な
ど
、
先
生

は
一
向
に
ご
存
知
な
か
っ
た

50
。 

芝
居
に
夢
中
に
な
る
う
ち
に
、
役
者
が
好
き
に
な
っ
た
。
サ
ン
・
サ
ル
ン

で
は
な
く
、
そ
の
劇
場
を
持
っ
て
い
る
社
長
の
娘
で
あ
る
女
優
が
好
き
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

51
。

サ
ン
・
サ
ル
ン
は
背
が
高
く
細
身
だ
っ
た
。
高
官
の
奥
方
た
ち
が
取
り
巻

き
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
っ
ぱ
ら
の
噂
だ
っ
た

52
。 

　

こ
こ
に
何
度
も
登
場
す
る
サ
ン
・
サ
ル
ン
（
一
九
二
二
―
一
九
七
三
）
は
、

バ
サ
ッ
ク
劇
が
人
気
に
な
っ
て
い
く
の
と
同
時
に
一
九
四
〇
年
代
か
ら

一
九
六
〇
年
代
ま
で
一
世
を
風
靡
し
た
男
性
役
者
で
あ
る

53
。
客
席
は
い

つ
も
満
席
で
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う

54
。
サ
ン
・
サ
ル
ン
は

メ
コ
ン
川
沿
い
の
ク
ロ
チ
ェ
州
の
郡
長
で
あ
っ
た
父
の
も
と
に
生
ま
れ
、

幼
い
頃
か
ら
寺
で
学
ん
だ
。
美
声
で
読
経
す
る
未
成
年
僧
と
し
て
地
元
で

は
有
名
だ
っ
た
と
い
う
。
十
六
歳
で
還
俗
す
る
と
、
父
親
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ジ
ケ
ー
劇
の
一
座
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
評

判
に
な
る
。
二
〇
歳
ご
ろ
に
は
自
分
の
一
座
を
持
ち
、
メ
コ
ン
川
沿
い
の

地
域
を
中
心
に
全
国
で
興
業
す
る
よ
う
に
な
る
。
富
裕
層
の
女
性
を
中
心

に
愛
好
者
が
増
え
続
け
、
そ
れ
を
快
く
思
わ
な
い
家
族
に
よ
る
殺
傷
沙
汰

事
件
も
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
一
九
五
五
年
ご
ろ
に
な
る
と

サ
ン
・
サ
ル
ン
の
出
演
し
た
作
品
は
録
音
さ
れ
、
国
営
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

55
。

　

フ
ラ
ン
ス
保
護
国
時
代
、
お
よ
び
一
九
六
〇
年
代
は
、
バ
サ
ッ
ク
劇

の
劇
団
員
に
は
高
い
基
準
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
政
府
か
ら
支
援
金

が
与
え
ら
れ
た
の
で
、
演
劇
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

56
。

一
九
六
〇
年
代
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
中
で
も
と
り
わ
け

映
画
産
業
が
興
隆
し
て
い
た
が
、
映
画
制
作
に
お
い
て
、
バ
サ
ッ
ク
劇
で

上
映
さ
れ
て
い
た
物
語
を
映
画
化
す
る
と
必
ず
観
客
を
動
員
す
る
こ
と

が
で
き
た

57
。
同
時
に
、
と
く
に
都
市
部
で
は
映
画
の
人
気
と
と
も
に
バ

サ
ッ
ク
劇
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

　
三
．
バ
サ
ッ
ク
劇
の
構
成

 
バ
サ
ッ
ク
劇
は
「
薪
を
選
ば
な
い
竈
」
で
あ
る
と
喩
え
ら
れ
る
よ
う

に
58
、
ま
た
既
述
の
ポ
レ
が
指
摘
し
た
通
り
、
そ
の
時
々
に
流
行
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
、
民
族
の
芸
能
の
要
素
を
う
ま
く
取
り
込
み
な
が
ら
、
観

客
を
飽
き
さ
せ
な
い
た
め
の
工
夫
が
常
に
行
わ
れ
進
化
し
て
い
っ
た

59
。
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バ
サ
ッ
ク
劇
と
い
え
ば
、
勇
ま
し
い
銅
鑼
や
シ
ン
バ
ル
、
登
場
人
物
の

心
情
や
行
動
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
木
製
打
楽
器
の
音
、
隅
ど
り
を
施
し

た
魔
物
役
の
存
在
、
中
国
風
の
衣
装
を
つ
け
た
男
性
、
丁
々
発
止
の
立
ち

回
り
や
「
フ
オ
ン
」

60
と
呼
ば
れ
る
大
げ
さ
な
ポ
ー
ズ
な
ど
が
特
徴
的
で

あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
は
一
座
の
構
成
員
は
家
族
や
親
戚
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、旅
回
り
を
し
て
い
た

61
。
現
在
は
文
化
芸
術
省
、州
の
文
化
局
、

あ
る
い
は
軍
隊
に
所
属
す
る
役
者
が
い
て
、
劇
団
が
創
設
さ
れ
て
い
る
機

関
も
あ
る
。
私
設
の
一
座
も
数
は
少
な
い
が
健
在
で
あ
り
、
構
成
員
は
家

族
や
親
戚
で
あ
る

62
。

こ
こ
で
は
ペ
イ
（
一
九
九
七
年
）
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
構
成
要
素
を
参

照
し
な
が
ら
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
、
そ
し
て
現
在
の
バ

サ
ッ
ク
劇
の
構
成
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。
内
戦
が
始
ま
っ
た
一
九
七
〇

年
代
、
一
九
七
五
―
一
九
七
九
年
の
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
、
そ
の
後
の

一
九
八
〇
年
代
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

三
―
一
．
物
語

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
い
わ
ゆ
る
古
典
物
語
と
さ
れ
る
仏
陀
前
世
物
語

「
ジ
ャ
ー
タ
カ
」、
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
以
後
の
王
た
ち
と
諸
侯
の
活
躍
の
物

語
が
題
材
と
し
て
好
ま
れ
る
。
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、

タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
「
五
十
の
ジ
ャ
ー
タ

カ
」
を
題
材
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
神
々
、
仙
人
、
鬼
が
登
場
し
、

王
子
や
姫
の
奇
想
天
外
な
冒
険
を
描
く
。
騎
士
や
王
子
と
美
し
い
姫
、
あ

る
い
は
村
娘
と
の
恋
、
仙
人
か
ら
の
呪
術
の
習
得
、
騎
士
と
魔
物
の
武

器
を
手
に
し
た
闘
い
と
い
っ
た
要
素
が
必
ず
含
ま
れ
る
。「
チ
ャ
ン
ソ
ン

ヴ
ァ
ー
王
子
と
ボ
パ
ー
プ
オ
ン
姫
」「
ソ
ヴ
ァ
ン
コ
マ
ー
王
子
」「
プ
レ
ア
・

ニ
ア
ン
・
オ
ン
ポ
ー
ペ
イ
姫
」「
プ
レ
ア
・
チ
ャ
ン
コ
ロ
プ
王
子
」「
騎
士

デ
チ
ョ
ー
・
ミ
ア
ハ
」
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
主
人
公
の
名
前
が
そ
の
ま

ま
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
以
後
を
舞
台
と
し
、
王

や
役
人
、
軍
人
な
ど
宮
廷
に
関
わ
る
者
以
外
に
一
般
庶
民
が
主
人
公
と
し

て
登
場
す
る
物
語
で
、
超
自
然
的
な
要
素
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
。
勧
善

懲
悪
、
因
果
応
報
が
プ
ロ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
ど
れ
も
観
客
が
ス
ト
ー

リ
ー
の
内
容
と
登
場
人
物
に
つ
い
て
馴
染
み
の
も
の
、
あ
る
い
は
結
末
が

予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
バ
サ
ッ
ク
劇
に
特
徴
的
な
派
手
な

衣
装
や
化
粧
、
動
き
の
大
き
な
立
ち
回
り
な
ど
が
生
か
さ
れ
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

ジ
ケ
ー
劇
で
も
同
様
の
題
材
が
扱
わ
れ
る
が
、
両
者
で
の
大
き
な
違
い

は
、
バ
サ
ッ
ク
劇
は
あ
く
ま
で
も
喜
劇
で
あ
り
、
ジ
ケ
ー
劇
は
悲
劇
も
扱

う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
十
七
世
紀
ご
ろ
を
舞
台
に
し
た
「
ト

ム
と
テ
ィ
ア
ウ
」
は
、
美
声
を
持
つ
若
い
僧
侶
の
ト
ム
と
美
し
い
村
娘

テ
ィ
ア
ウ
が
恋
仲
を
裂
か
れ
て
最
後
に
は
二
人
と
も
命
を
落
と
す
と
い

う
悲
恋
物
語
で
あ
る
。
バ
サ
ッ
ク
劇
で
は
演
じ
ら
れ
ず
、
ジ
ケ
ー
劇
で
の

有
名
な
演
目
と
な
っ
て
い
る

63
。
同
様
に
古
典
物
語
「
カ
ー
カ
イ
」
も
主

人
公
の
女
性
カ
ー
カ
イ
は
悲
劇
的
な
結
末
を
迎
え
る
た
め
か
、
ジ
ケ
ー
劇

で
し
か
演
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
年
老
い
た
マ
ッ
ク
ト
ゥ
ン
が
傲
慢
な
王
子

に
よ
っ
て
若
く
美
し
い
妻
を
横
取
り
さ
れ
る
「
マ
ッ
ク
ト
ゥ
ン
」
は
物
語

の
終
盤
で
は
妻
が
自
殺
す
る
。
こ
の
物
語
は
ジ
ケ
ー
劇
で
演
じ
ら
れ
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
バ
サ
ッ
ク
劇
で
演
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
人
妻
を

横
取
り
し
た
王
子
は
父
で
あ
る
王
か
ら
罰
せ
ら
れ
て
追
放
さ
れ
、
マ
ッ
ク

ト
ゥ
ン
と
妻
は
元
通
り
幸
せ
に
な
る
物
語
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
バ
サ
ッ
ク
劇
の
題
材
と
し
て
最
優
先
さ
れ
る
の
は
、

主
人
公
た
ち
が
幸
せ
な
結
末
を
迎
え
る
喜
劇
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
―
二
．  
登
場
人
物
と
演
技

男
女
と
も
役
者
と
し
て
登
場
す
る
。「
解
説
す
る
劇
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、

登
場
人
物
に
よ
る
セ
リ
フ
が
長
い

64
。
主
要
な
登
場
人
物
は
、
初
め
に
登

場
し
た
際
に
自
ら
の
名
前
を
観
客
に
紹
介
し
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
成
り
行

き
を
説
明
し
、
ま
た
こ
れ
か
ら
行
う
行
動
に
つ
い
て
述
べ
て
か
ら
次
の
動

作
を
行
う
。
バ
サ
ッ
ク
劇
に
は
台
本
や
脚
本
は
な
く
、
座
長
が
舞
台
や
物

語
の
大
枠
や
ア
ク
シ
ョ
ン
、
セ
リ
フ
に
つ
い
て
役
者
に
指
示
し
、
役
者
は

即
興
で
演
じ
る
。
つ
ま
り
役
者
に
と
っ
て
次
に
何
が
起
こ
る
か
は
、
共
演

者
と
創
り
出
す
空
間
に
発
生
す
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
依
存
し
て

い
る

65
。
そ
こ
に
観
客
が
加
わ
り
、
そ
の
反
応
次
第
で
演
じ
方
は
変
化
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
バ
サ
ッ
ク
劇
の
役
者
、
特
に
主
役
級
の
男
性
役

者
は
、
歌
手
、
ナ
レ
ー
タ
ー
、
ダ
ン
サ
ー
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
パ
ン
ト
マ

イ
ム
の
す
べ
て
を
一
人
で
こ
な
す

66
。
セ
リ
フ
は
場
面
に
応
じ
て
、
普
通

の
語
り
、
詩
の
詠
唱
の
よ
う
な
話
し
方
が
あ
り
、
歌
が
多
数
含
ま
れ
る
。

王
族
や
神
々
が
登
場
す
る
物
語
で
は
、
パ
ー
リ
語
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

由
来
の
単
語
を
多
用
す
る
王
族
用
語
を
使
用
す
る
の
で
文
語
調
の
長
い

セ
リ
フ
に
な
る
。
主
役
男
性
は
高
め
の
声
、
魔
物
は
低
く
太
い
だ
み
声
で

話
し
、
歌
う
。
主
役
女
性
は
甲
高
く
細
い
声
で
話
す
。
ま
た
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
道
化
師
役
が
二
人
い
る
。
現
在
で
は
ジ
ケ
ー
劇
の
よ
う
に
幕
前
で

道
化
師
二
人
が
物
語
を
解
説
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ポ
レ
に
よ
る
と
、
森
の

場
面
が
物
語
の
最
大
の
見
せ
場
で
あ
り
、
そ
れ
は
森
に
は
野
獣
や
精
霊
が

す
み
、
魔
物
や
王
子
が
出
会
う
と
こ
ろ
だ
か
ら
だ
と
し
て
い
る

67
。

特
徴
的
な
演
技
は
「
フ
オ
ン
を
打
つ
」、
つ
ま
り
場
面
に
合
っ
た
大
げ

さ
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
男
性
役
者
に
限
ら
れ
て
お

り
、「
歩
く
」「
馬
に
乗
る
」
と
い
っ
た
移
動
や
、
徒
手
、
剣
、
棒
、
槍
、

弓
な
ど
の
武
器
に
よ
る
闘
い
の
場
の
「
フ
オ
ン
」
が
あ
る

68
。
一
方
、
女

性
た
ち
の
舞
踊
は
、
ジ
ケ
ー
劇
と
同
様
、
宮
廷
舞
踊
に
類
似
し
て
い
る
。

一
九
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
に
は
、
大
規
模
な
バ
サ
ッ
ク
劇
団
で
、
元
宮

廷
の
踊
り
子
た
ち
が
劇
団
の
若
い
女
性
た
ち
に
宮
廷
舞
踊
の
基
礎
を
教

え
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う

69
。
ま
た
前
述
の
せ
り
ふ
劇
の
影
響
を
受
け
、

一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
上
演
で
は
前
座
で
女
性
が
短
い
ス
カ
ー
ト
を
は

い
て
膝
を
出
し
て
躍
る
「
西
洋
の
踊
り
」
が
あ
っ
た

70
。

集
客
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
き
た
。
一
九
五
〇
年
か

ら
一
九
五
五
年
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
イ
ン
ド
映
画
が
流
行
し
た
こ
と
か

ら
、
バ
サ
ッ
ク
劇
の
役
者
た
ち
は
、
額
を
赤
い
印
で
装
飾
し
、
イ
ン
ド
舞

踊
の
動
き
を
取
り
入
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
映
画
産
業
が
活
況
と
な
っ

た
際
に
は
中
国
活
劇
映
画
で
の
武
術
や
叫
び
方
を
取
り
入
れ
た

71
。
ま
た

せ
り
ふ
劇
が
流
行
す
る
と
、
せ
り
ふ
劇
の
よ
う
に
日
常
生
活
で
の
会
話
の

よ
う
な
自
然
な
せ
り
ふ
回
し
を
取
り
入
れ
、
カ
ン
プ
チ
ア
・
ク
ラ
オ
ム
に

独
特
な
ア
ク
セ
ン
ト
、
お
よ
び
語
尾
を
柔
ら
か
く
長
く
す
る
話
し
方
を
や

め
た
と
い
う
。
ま
た
言
葉
遣
い
に
対
す
る
批
判
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
一

部
の
劇
団
は
王
立
芸
術
大
学
の
教
員
が
書
い
た
脚
本
を
使
用
し
、
自
由
度

が
失
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

72
。
そ
の
他
、
一
九
六
〇
年
代
で
は
、
観
客

層
に
よ
っ
て
演
目
を
変
更
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
十
一
月
に
首

都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
行
わ
れ
る
水
祭
り
に
は
地
方
か
ら
大
勢
の
客
が
上
京

し
た
。
地
方
か
ら
の
客
は
信
仰
心
が
篤
く
、
ま
た
保
守
的
な
傾
向
に
あ
っ

た
の
で
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
の
題
材
を
上
演
し
、
二
月
前
後
の
春
節
の
際
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に
は
中
国
風
の
要
素
が
多
い
も
の
を
上
演
し
た

73
。
現
在
で
は
ポ
ッ
プ
ス

歌
手
前
座
と
し
て
流
行
の
歌
を
歌
う
こ
と
が
多
い

74
。

三
―
三
．
音
楽

楽
器
は
大
小
の
樽
型
太
鼓
ス
コ
ー
、低
音
域
の
二
弦
の
弦
楽
器
ト
ロ
ー
・

ウ
ー
、
高
音
域
の
二
弦
の
弦
楽
器
ト
ロ
ー
・
チ
ェ
ー
、
大
小
の
洋
琴
ク
ム
、

シ
ン
バ
ル
で
あ
る
チ
ャ
ー
プ
、
小
型
シ
ン
バ
ル
の
チ
ュ
ン
、
小
さ
い
箱
型

の
木
魚
パ
ン

75
、
ラ
オ

76
、
キ
ア
、
パ
オ
、
ロ
ッ
ク

77
な
ど
中
国
伝
来
の
楽

器
を
主
に
使
用
す
る

78
。
こ
こ
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
竹
笛
ク
ロ
イ
も
現
在
は
使
用
し
て
い
る
。
歌
の
伴

奏
に
は
二
弦
楽
器
、
洋
琴
を
使
う
。
戦
闘
の
シ
ー
ン
で
は
速
い
リ
ズ
ム
で

太
鼓
と
銅
鑼
を
叩
く
。
現
在
で
は
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
の
シ
ン
バ
ル
を
銅
鑼
の

代
わ
り
と
し
た
り
、
呼
子
笛
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

物
語
が
始
ま
る
前
に
登
場
人
物
全
員
が
舞
台
に
立
ち
、「
祝
福
の
歌
」

を
芸
能
の
神
へ
の
感
謝
の
た
め
に
歌
う
。
ま
た
上
演
終
了
の
際
に
は
観
客

と
の
別
離
の
儀
式
と
し
て
、
観
客
に
対
す
る
感
謝
と
祝
福
を
こ
め
て
出
演

者
全
員
が
再
び
登
場
し
て
「
月
の
光
」
な
ど
を
歌
う
。
現
在
は
テ
レ
ビ
番

組
で
は
、
開
演
の
歌
は
、
数
人
の
女
性
が
楽
団
の
そ
ば
で
着
席
し
た
ま
ま

歌
う
こ
と
も
あ
る
。

一
九
九
三
年
に
王
立
芸
術
大
学
の
調
査
団
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
現
存

し
て
い
る
バ
サ
ッ
ク
の
歌
曲
を
四
つ
に
分
類
し
、「
一
．
純
粋
に
バ
サ
ッ

ク
劇
の
曲
」
は
二
十
八
曲
、「
二
．
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
の
影
響
を
受
け
た

曲
」
は
二
十
二
曲
、「
三
．
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
を
受
け
た
曲
」
は
十
六
曲
、

「
モ
ハ
オ
リ
ー

79
か
ら
利
用
し
た
曲
」
が
八
十
九
曲
と
な
っ
て
い
る

80
。
フ

ラ
ン
ス
の
影
響
を
受
け
た
曲
と
し
て
は
「
ワ
ル
ツ
」「
マ
イ
オ
ン
」「
タ
ン

ゴ
シ
ナ
ワ
」「
パ
ロ
マ
ン
」「
ロ
マ
ン
シ
コ
」「
ア
デ
ュ
ー
、
ハ
ワ
イ
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
曲
か
ら
役
者
が
自
由
に
選
択
し
て
歌

う
。

三
―
四
．
衣
装

古
典
的
な
物
語
で
は
、
主
要
な
男
性
の
登
場
人
物
で
あ
る
王
族
や
魔
物

は
、
中
国
伝
統
劇
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ク
バ
ン

81
と
呼
ば
れ
る
煌
び
や
か

な
被
り
物
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
体
的
に
中
国
風
の
衣
服
に
革
靴
や
ブ
ー

ツ
を
履
い
て
い
る
。
主
役
級
の
女
性
は
、
人
間
で
あ
っ
て
も
魔
物
で
あ
っ

て
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
古
典
舞
踊
の
衣
装
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
逸
脱
し
た
衣

装
、
た
と
え
ば
ア
ラ
ブ
文
化
圏
風
の
衣
装
を
身
に
つ
け
て
い
る
女
性
は
悪

役
で
あ
る
。
マ
ン
ト
を
着
用
し
て
い
る
人
物
は
、
人
間
、
魔
物
に
か
か
わ

ら
ず
悪
役
で
あ
る
。

主
役
男
性

は
白
粉
の
厚

化
粧
に
し
て

眉
や
唇
も

く
っ
き
り
と

色
を
つ
け
、

端
正
さ
を
表

す
。
女
性
の

場
合
は
写
実

的
な
舞
台
化

隅どりをした魔物役。（2006 年、撮影：福富友子氏）



104

粧
で
あ
る
。
主
役
の
ラ
イ
バ
ル
役
と
し
て
登
場
す
る
魔
物
は
手
の
込
ん
だ

隅
ど
り
を
す
る
。
人
間
の
男
と
魔
物
の
女
の
間
に
生
ま
れ
た
子
は
、
こ
の

化
粧
を
顔
の
縦
半
分
に
す
る
。
端
役
の
魔
物
や
道
化
役
は
薄
く
白
く
塗
る

だ
け
で
あ
る
。

　

三
―
五
．
舞
台

一
九
三
七
年
ご
ろ
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
こ
と
も

多
く
な
っ
た
。
劇
場
は
一
座
が
所
有
し
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
所
有
者

は
別
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
演
劇
や
映
画
が
上
映
さ
れ
る

劇
場
も
あ
れ
ば
バ
サ
ッ

ク
劇
専
用
の
劇
場
も
多

く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
九
六
〇
年

代
ご
ろ
ま
で
に
は
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
は
専
用
劇
場

が
十
二
か
所
あ
っ
た
と

い
う

82
。
現
在
で
は
劇
団

の
移
動
と
大
道
具
等
の

運
搬
の
た
め
に
ト
ラ
ッ

ク
を
使
用
し
、
仮
設
舞

台
を
上
演
の
た
び
に
設

営
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
る

83
。

　

屋
外
の
観
客
席
は
ご

ざ
、
あ
る
い
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
低
い
椅
子

で
あ
る

84
。
舞
台
の
背
景

に
は
書
き
割
り
幕
を
使

用
す
る
。
基
本
的
に
は

中国風の衣装を身に付けた役者。（2006 年、撮影：福富友子氏）

カンボジア古典舞踊の衣装を付けた役者。（2015 年、撮影：吉田育代氏）
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王
宮
内
、
広
場
、
森
あ
る
い
は
海
の
三
種
類
だ
が

85
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
が
描
き
こ
ま
れ
た
王
宮
の
外
、
天
界
、
村
人
の
家
の
前
な
ど
に
代
わ
る

場
合
も
あ
る
。
観
客
の
目
の
前
で
こ
の
書
き
割
り
幕
が
す
ば
や
く
降
下
、

あ
る
い
は
上
昇
す
る
こ
と
で
場
面
が
変
わ
る
。
場
面
の
転
換
に
は
速
い
リ

ズ
ム
の
銅
鑼
、
太
鼓
の
音
、
ま
た
は
呼
子
笛
が
鳴
ら
さ
れ
る

86
。
一
方
、

劇
場
で
は
書
き
割
り
だ
け
で
は
な
く
、
建
物
や
木
、
岩
な
ど
の
大
道
具
が

使
わ
れ
、
一
幕
ご
と
に
舞
台
の
配
置
を
変
え
る
た
め
に
緞
帳
を
降
ろ
す
よ

う
に
な
っ
て
い
る

87
。
舞
台
の
上
に
は
机
一
つ
、
布
の
か
か
っ
た
長
椅
子

が
置
い
て
あ
る
こ
と
が
多
い

88
。
照
明
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、

流
れ
る
水
、
流
れ
る
雲
、
雨
、
嵐
、
雷
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
テ
レ
ビ
放
送
用
で
は
、
魔
術
を
使
う
場
面
な
ど
は
簡
単
な
Ｃ
Ｇ
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
テ
レ
ビ
・
ス
タ
ジ
オ
で
の
上
演
で
は
、
セ
リ
フ

の
多
い
役
者
は
ヘ
ッ
ド
マ
イ
ク
を
使
用
し
、
そ
れ
以
外
の
役
者
は
ハ
ン
ド

マ
イ
ク
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
野
外
で
は
舞
台
前
の
セ
ン
タ
ー
に

マ
イ
ク
機
材
な
ど
が
吊
る
さ
れ
た
り
、
照
明
機
材
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

客
席
か
ら
は
非
常
に
舞
台
が
見
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

三
―
六
．
上
演
の
と
き

一
九
六
〇
年
代
は
切
符
を
一
座
が
販
売
し
て
い
た

89
。
農
業
を
営
む
人

た
ち
は
季
節
に
よ
っ
て
は
現
金
を
持
た
ず
、
収
穫
物
で
観
劇
料
の
代
わ
り

と
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

90
。
現
在
で
は
地
方
で
行
わ
れ
る
法
事
の
際
の

奉
納
芝
居
と
し
て
法
事
の
主
催
者
が
一
座
を
雇
い
あ
げ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
観
劇
料
は
無
料
で
あ
る

91
。

野
外
で
上
演
さ
れ
る
場
合
に
は
、
十
一
月
か
ら
五
月
初
め
ご
ろ
の
乾
季

の
日
没
後
で
あ
る
。
屋

内
で
あ
っ
て
も
日
没
後

に
上
演
す
る
も
の
と
習

慣
化
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る

92
。
既
に
述
べ

た
よ
う
に
、「
解
説
す

る
劇
」
で
あ
る
た
め
、

一
九
七
〇
年
代
ま
で
は

一
つ
の
物
語
を
演
じ
き

る
の
に
三
晩
、
七
晩
続

く
と
い
う
の
が
一
般
的

で
あ
っ
た

93
。
現
在
で

は
、
野
外
で
の
公
演
で

は
依
然
と
し
て
六
時
間

以
上
か
か
る
も
の
も
あ

る
が
、
二
時
間
ほ
ど
の

短
縮
版
に
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
ま
た
テ
レ

ビ
番
組
と
し
て
ホ
ー
ル
で
の
上
演
を
公
開
放
送
す
る
場
合
に
は
、
司
会
者

が
場
面
ご
と
の
あ
ら
す
じ
を
説
明
し
て
か
ら
、
重
要
な
場
面
だ
け
を
演
じ

一
時
間
ほ
ど
で
終
了
す
る
こ
と
も
あ
る
。

四
．
お
わ
り
に

―
「
大
衆
の
た
め
の
芸
能
」
か
ら
新
た
な
「
国
民
演
劇
」

と
し
て

上演に集まる近隣の住民。（2006 年、撮影：福富友子氏）
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バ
サ
ッ
ク
劇
の
庶
民
へ
の
人
気
の
高
さ
は
、
一
九
七
〇
年
代
、
八
〇
年

代
の
政
府
に
よ
っ
て
も
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
の
効
果
は

す
で
に
『
ナ
ガ
ラ
ワ
ッ
タ
』
に
お
い
て
劇
が
庶
民
を
啓
蒙
す
る
手
段
に
な

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

94
。

劇
は
、
そ
の
演
出
家
が
高
等
な
知
識
学
問
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
話
を
書
い

て
公
演
し
て
、
そ
れ
を
見
た
人
に
気
付
か
せ
、
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
、
あ

る
い
は
心
を
導
い
て
良
く
、
あ
る
い
は
悪
く
行
動
さ
せ
る
た
め
の
ひ
と
つ

の
方
法
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
に
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
掌
握
す
る
ク
メ
ー
ル
・

ル
ー
ジ
ュ
と
の
内
戦
が
激
化
し
た
一
九
七
〇
年
代
前
半
は
、
政
府
の
正
当

性
と
政
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
、
バ
サ
ッ
ク
劇
を
上
演
し
て
村

人
を
集
め
た
。
一
か
所
に
多
く
の
人
々
を
呼
び
集
め
る
の
に
は
、
バ
サ
ッ

ク
劇
の
上
演
が
効
果
的
で
あ
っ
た

95
。
一
九
七
五
年
か
ら
四
年
近
く
続
い

た
極
端
な
共
産
主
義
を
急
速
に
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権

で
も
、
伝
統
芸
能
は
旧
社
会
を
肯
定
す
る
も
の
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た

が
、
バ
サ
ッ
ク
劇
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
人
々
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
道
具

と
し
て
使
わ
れ
た
。
派
手
な
衣
装
の
代
わ
り
に
黒
い
農
民
服
と
赤
い
格
子

柄
の
手
拭
い
を
身
に
つ
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
る
脅
威
が
あ
る
こ
と
を

人
々
に
喚
起
し
、
米
の
増
産
、
堤
防
建
設
、
鉄
道
修
理
に
つ
い
て
演
じ
た

96
。

ま
た
一
九
七
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
空
爆
を
受
け
た
サ
イ
同
志
が
、
身
を

呈
し
て
ア
メ
リ
カ
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
撃
ち
落
と
し
命
を
捧
げ
た
話
な
ど

も
上
演
し
た
と
い
う

97
。

ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
崩
壊
後
直
後
に
登
場
し
た
娯
楽
も
バ
サ
ッ
ク
劇
だ
っ

た
。
全
国
で
何
百
と
い
う
劇
団
が
残
っ
て
い
た

98
。
観
劇
料
は
籾
米
だ
っ

た
99
。
そ
の
後
約
一
〇
年
間
続
く
ベ
ト
ナ
ム
主
導
型
の
社
会
主
義
国
家
で

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
的
な
要
素
を
強
く
打
ち
出
す
傾
向
に
な
り
、
衣
装
も
そ
れ

に
従
っ
た
と
い
う
100
。
お
そ
ら
く
中
国
的
な
要
素
が
取
り
除
か
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
時
代
に
は
全
国
各
州
の
州
都
に
あ
る
州
庁
内
の
文
化

局
に
所
属
す
る
バ
サ
ッ
ク
劇
団
が
創
設
さ
れ
、
全
国
一
を
競
う
大
会
も
催

さ
れ
た
101
。
国
営
ラ
ジ
オ
で
は
専
属
の
劇
団
が
設
立
さ
れ
、
上
演
さ
れ
た

内
容
を
放
送
し
、
娯
楽
の
少
な
い
当
時
、
非
常
な
人
気
を
博
し
た
。
こ
れ

ら
国
営
ラ
ジ
オ
放
送
で
の
バ
サ
ッ
ク
劇
は
、
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
作
家

テ
ィ
ー
・
チ
ー
フ
オ
ト
な
ど
に
よ
っ
て
脚
本
が
書
か
れ
た
102
。
一
方
ポ
ル
・

ポ
ト
政
権
崩
壊
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
タ
イ
国
境
に
設
け
ら
れ
た
難
民
キ
ャ

ン
プ
内
に
も
、
芝
居
小
屋
が
作
ら
れ
さ
ま
ざ
ま
な
芝
居
が
演
じ
ら
れ
、
大

変
な
人
気
だ
っ
た
と
い
う
103
。
こ
こ
で
も
お
そ
ら
く
バ
サ
ッ
ク
劇
が
健
在

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
難
民
と
な
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に

渡
っ
た
王
立
芸
術
大
学
の
バ
サ
ッ
ク
劇
専
攻
の
元
学
生
た
ち
が
、
民
間
団

体
の
支
援
に
よ
っ
て
パ
リ
で
上
演
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
104
。

東
西
冷
戦
の
終
焉
と
と
も
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
国
連
主
導
に
よ
る
総
選

挙
を
経
て
、
一
九
九
三
年
か
ら
王
制
を
復
活
さ
せ
、
複
数
政
党
制
、
市

場
経
済
を
導
入
し
た
。
経
済
発
展
が
進
む
に
つ
れ
て
、
他
の
伝
統
芸
能

同
様
、
バ
サ
ッ
ク
劇
も
政
府
や
民
間
組
織
の
保
護
な
く
し
て
は
立
ち
行

か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。『
ジ
ケ
ー
と
バ
サ
ッ
ク
劇
』
が
執
筆
さ
れ
た

一
九
九
六
年
に
は
す
で
に
バ
サ
ッ
ク
劇
は
風
前
の
灯
で
あ
る
、
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
る
105
。
二
〇
〇
一
年
に
は
「
後
継
者
問
題
が
心
配
」「
ベ
ト

ナ
ム
政
府
が
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
一
民
族
の
伝
統
芸
能
と
し
て
し
ま
う
」
と

バ
サ
ッ
ク
劇
の
役
者
た
ち
が
危
惧
し
て
い
る
106
。
さ
ら
に
二
〇
一
三
年
に

は
「
生
活
苦
の
た
め
バ
サ
ッ
ク
劇
の
役
者
か
ら
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
に
転
身
し

た
」「
雇
い
上
げ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
上
演
の
機
会
が
な
い
」
と
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い
っ
た
役
者
の
意
見
や
「
バ
サ
ッ
ク
劇
は
年
寄
り
の
も
の
と
若
者
が
誤
解

し
て
い
る
」
と
い
う
王
立
芸
術
大
学
教
員
の
意
見
が
出
て
い
る
107
。

こ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
国
営
テ
レ
ビTV

K

や
複
数
の
民
放
テ
レ
ビ
局
で
は
、
伝
統
芸
能
を
紹
介
す
る
番
組
を
定
期
的

に
制
作
、
放
送
し
て
い
る
108
。
芸
術
芸
能
分
野
で
才
能
あ
る
子
ど
も
を
発

掘
す
る
た
め
の
視
聴
者
参
加
型
の
番
組
も
あ
り
、
バ
サ
ッ
ク
劇
の
魔
物
役

を
こ
な
す
子
ど
も
が
登
場
し
て
い
る
109
。

ま
た
若
者
を
視
聴
対
象
と
し
た
テ
レ
ビ
放
送M

Y
TV

で
は
、
バ
サ
ッ

ク
劇
風
コ
メ
デ
ィ
と
い
う
よ
う
な
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
バ
サ
ッ
ク
劇
の
プ
ロ
の
役
者
を
数
名
入
れ
る
他
は
、
人
気
コ
メ
デ
ィ

ア
ン
を
多
用
し
て
い
る
。
古
典
物
語
と
思
わ
れ
る
舞
台
設
定
で
あ
り
な
が

ら
、
携
帯
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
現
代
的
な
要
素
を
小
道
具
や
セ

リ
フ
に
取
り
入
れ
、
弾
力
性
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
効
果
音
を
打
楽
器
に
加

え
て
使
用
し
て
い
る
以
外
は
一
般
的
な
バ
サ
ッ
ク
劇
と
同
様
の
構
成
で

あ
る
。
ま
た
『
パ
イ
リ
ン
の
ば
ら
』
の
よ
う
に
国
語
教
科
書
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
な
現
代
小
説
を
コ
メ
デ
ィ
タ
ッ
チ
に
し
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
時
代
の
動
き
と
観
客
の
嗜
好
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
は
、
バ
サ
ッ
ク
劇
の
真
骨
頂
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に
か
つ
て

ポ
レ
が
「
全
然
統
一
の
な
い
諸
要
素
か
ら
な
る
驚
く
べ
き
混
合
物
で
あ

る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
こ
れ
が
分
解
し
消
化
さ
れ
、
現
在
の
不
器
用

な
作
品
が
、
新
し
い
喜
劇
役
者
の
想
像
力
を
得
て
新
し
く
蘇
る
時
に
こ

そ
、
新
し
い
カ
ム
ボ
ジ
ャ
の
喜
劇
は
生
ま
れ
て
来
る
の
で
あ
る
」
と
語
っ

て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
る
110
。

ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
バ
サ
ッ
ク
劇
の
現
況
も
述
べ
て
お
く
。
ソ
ク
チ
ャ
ン

省
ソ
ク
チ
ャ
ン
市
に
は
、
ク
メ
ー
ル
民
族
芸
術
歌
舞
団
が
あ
り
、
省
文
化

局
が
民
族
文
化
の
ひ
と
つ
と
認
め
て
後
援
し
て
い
る
他
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ

全
域
で
の
巡
回
公
演
や
、
中
国
へ
の
公
演
に
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
111
。

一
方
、
民
間
の
一
座
も
あ
る
。
一
九
六
三
年
に
旗
揚
げ
し
た
ソ
ク
チ
ャ
ン

省
の
リ
ア
ス
メ
イ
・
プ
ロ
テ
ィ
ー
プ
一
座
は
、
現
在
五
〇
人
の
劇
団
員
を

抱
え
、
一
年
に
一
〇
〇
回
以
上
の
公
演
を
し
て
い
る
。
特
に
乾
季
に
は
、

村
と
村
人
た
ち
の
安
全
祈
願
の
た
め
の
「
村
の
演
芸
祭
」
が
開
催
さ
れ
る

の
で
、各
地
を
巡
回
し
て
い
る
と
い
う
112
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
は
バ
サ
ッ

ク
劇
の
演
目
で
は
な
い
、カ
ン
ボ
ジ
ア
版
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
「
リ
ア
ム
ケ
ー
」

は
こ
こ
で
は
上
演
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
南
部
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
最
大

の
都
市
で
あ
る
カ
ン
ト
ー
市
の
テ
レ
ビ
放
送
局C

A
N

TH
O

 V
TV

で
は
、

劇
場
で
の
バ
サ
ッ
ク
劇
で
の
公
演
を
公
開
放
送
し
て
い
る
。
舞
台
装
置
や

演
技
、
音
楽
が
洗
練
さ
れ
、
大
衆
演
劇
の
感
が
薄
く
な
っ
て
い
る
。

『
ナ
ガ
ラ
ワ
ッ
タ
』
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
の
も
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
内
の
経
済
分
野
や
行
政
分
野
で
台
頭
す
る
中
国
人
や
ベ
ト
ナ
ム
人
に

劣
っ
て
は
な
ら
な
い
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
と
し
て
の
民
族
覚
醒
を
訴
え
た
。

そ
の
読
者
層
は
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
せ
り
ふ
劇
を
国
民
演
劇
と
し
て

確
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
一
方『
ナ
ガ
ラ
ワ
ッ
タ
』の
読
者
層
で
は
な
か
っ

た
一
般
庶
民
は
バ
サ
ッ
ク
劇
を
熱
狂
的
に
支
持
し
た
。
バ
サ
ッ
ク
劇
は
中

国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
芸
能
文
化
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
要
素
を
巧
み
に
混
ぜ
な

が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
要
素
が
「
融
合
せ
ず
、
共
存
」
113
し
た
ま
ま
変
容
し

て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
バ
サ
ッ
ク
劇
の
特
徴
と
し
て
精
製
さ
れ
た
の

が
、
本
稿
で
整
理
し
て
き
た
、
①
喜
劇
、
②
フ
オ
ン
の
演
技
、
③
特
殊
な

化
粧
、
④
金
属
製
や
木
製
の
打
楽
器
の
使
用
、
⑤
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い

柔
軟
性
、
と
い
う
五
点
で
あ
る
。

バ
サ
ッ
ク
劇
は
現
在
、「
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
オ
ペ
ラ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
114
、
あ
る
い
は
「
オ
ペ
ラ
と
い
う
よ
り
は
、
ア
ナ
ー
キ
ー
な
パ
ン
ク
」
115

と
欧
米
人
に
評
価
さ
れ
る
。
上
演
中
に
観
客
が
自
由
に
し
ゃ
べ
り
、
食
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べ
、
動
き
回
る
こ
と
が
可
能
な
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
に
お
け
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
マ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
116
。
政
府
や
知
識
人
層

は
、
伝
統
芸
能
と
し
て
の
側
面
を
持
て
な
い
エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
せ
り
ふ

劇
を
か
つ
て
国
民
演
劇
と
規
定
し
た
が
、
結
局
時
代
を
経
て
国
民
に
は
支

持
さ
れ
な
か
っ
た
117
。
そ
し
て
今
、
劇
場
や
ス
タ
ジ
オ
な
ど
制
約
の
多
い

空
間
で
の
バ
サ
ッ
ク
劇
を
新
た
な
国
民
演
劇
と
し
て
再
評
価
し
つ
つ
あ

る
。
だ
が
バ
サ
ッ
ク
劇
に
関
す
る
言
説
は
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
わ
り
を
意
識

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
る
118
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
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大
橋
・
ト
ロ
ン
（
前
掲
書
、
三
四
二
頁
）
に
よ
る
と
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
でX

a 

K
ron

サ
ー
・
ク
ロ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
た
人
物
と
同
一
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
一
年

生
ま
れ
で
メ
コ
ン
デ
ル
タ
出
身
の
ト
ロ
ン
・
ミ
ア
リ
ー
に
よ
る
と
、子
ど
も
時
代
か
ら
は
、

バ
サ
ッ
ク
劇
団
の
座
長
、
俳
優
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る 

。

31　

笹
川
（
前
掲
書
、
二
五
八
頁
）
に
よ
る
と
、
ア
ン
・
ド
ゥ
オ
ン
王
（
在
位

一
八
四
〇
―
一
八
六
〇
）
の
統
治
下
に
お
い
て
、
バ
サ
ッ
ク
劇
が
宮
中
で
上
演
さ
れ
な

く
な
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
最
初
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
上
演
さ
れ
た
の
は
一
九
三
〇

年
で
は
な
く
、
一
九
世
紀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

32　

現
在
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
名
。

33　

一
九
三
〇
年
当
時
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
名
刹
ウ
ナ
ロ
ム
寺
前
の
船
着
き
場
に
停
泊

し
た
船
の
上
が
舞
台
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
（ម

៉ៅ
, op.cit., ទ.៦

៣

）。

34　

ព
េជ

្រ,២
០

០
៣

, ទ.១
៤

៣
-១

៤
៤

35　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

, op.cit., ទ.៨

36　

ម
៉ៅ

, op.cit., ទ.៥
៦

.

37　

ល
ី, op.cit., .pp.93-95

38　

Ibid., pp.96-99

39　

た
と
え
ば
一
九
三
七
年
一
一
月
六
日
第
四
十
四
号
『
ナ
ガ
ラ
ワ
ッ
タ
』
の
記
事
で

は
、
当
時
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
の
唯
一
の
中
等
教
育
機
関
で
あ
っ
た
シ
ソ
ワ
ッ
ト
中
高

等
学
校
の
学
生
、
教
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
カ
ン
ダ
ー
ル
州
の
プ
レ
イ
・
ス
プ
ー
寺
で

行
っ
た
カ
テ
ィ
ナ
祭
で
学
生
た
ち
が
喜
劇
を
演
じ
た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

一
九
三
八
年
一
月
二
十
九
日
第
五
十
六
号
で
は
シ
ソ
ワ
ッ
ト
中
高
等
学
校
卒
業
生
友
愛

会
の
テ
ア
ト
ル
劇
の
団
員
た
ち
が
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
で
公
演
し
て
、
活
動
資
金
を
得
た

こ
と
を
掲
載
し
て
い
る
。

40　

ល
ី, op.cit., pp.96-95. 

兵
藤
裕
己
『
演
じ
ら
れ
た
近
代

―
〝
国
民
〟
の
身
体
と

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
九
十
一
頁
で
は
、「
社
会
の
変
動
期
や

危
機
的
状
況
に
誕
生
す
る
新
た
な
演
劇
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、『
わ
れ
わ
れ
』
の
共
同

性
や
自
己
同
一
性
を
秘
儀
的
に
表
象
す
る
」
と
し
て
い
る
。

41　

Ly and M
uan, op. cit., p.69

42　

一
九
三
七
年
三
月
六
日
付
十
一
号
の
『
ナ
ガ
ラ
ワ
ッ
タ
』
の
二
－
二
の
記
事
で
の

注
で
、
そ
れ
ま
で
「
踊
り
」
を
意
味
す
る
「
ロ
バ
ム
」
が
「
劇
」
の
意
味
に
使
用
さ
れ

て
い
た
が
、
一
九
三
七
年
七
月
三
十
一
日
第
三
〇
号
の
三
－
一
の
記
事
に
掲
載
さ
れ
た

「
正
誤
表
」
に
、
踊
り
「
ロ
バ
ム
」
を
全
て
「
ル
カ
オ
ン
（
劇
）」
に
訂
正
す
る
よ
う
に

と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
舞
踊
と
劇
が
こ
の
時
点
で
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

43　

ポ
レ
・
マ
ス
ペ
ロ
、
前
掲
書
、
二
九
四
頁
。

44　

一
九
二
六
年
生
ま
れ
の
女
性
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
行
っ
た
筆
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
対
し
、「
バ
サ
ッ
ク
劇
な
ど
若
い
女
性
が
見
に
行
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

見
た
こ
と
は
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。

45　

Ly and M
uan, op. cit., p.117.

46　

Ibid., p.124

47　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

, op.cit., ទ.៤
៦

48　

一
九
五
五
年
プ
ノ
ン
ペ
ン
生
ま
れ
の
元
保
健
省
勤
務
、
お
よ
び
薬
剤
師
で
あ
る
女

性
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
行
っ
た
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
、
一
九
六
〇
年
代

に
バ
サ
ッ
ク
劇
専
用
常
設
劇
場
で
観
劇
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
見
に
行
く
の
は
「
普

通
の
人
」
で
は
な
く
、
三
輪
自
転
車
タ
ク
シ
ー
の
車
夫
な
ど
肉
体
労
働
者
で
あ
っ
た
と

答
え
て
い
る
。

49　

ポ
レ
・
マ
ス
ペ
ロ
、
前
掲
書
、
二
九
五
頁
。

50　

チ
ュ
ッ
ト
・
カ
イ 

『
追
憶
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
』
岡
田
知
子
訳
、
東
京
外
国
語
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
四
年
、
三
九
頁
。

51　

同
書
、
四
〇
頁
。
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52　

同
書
。

53　
ព

េជ
្រ ១

៩
៩

៧
, op.cit., ទ.៥

៩
. 

サ
ン
・
サ
ル
ン
が
バ
サ
ッ
ク
劇
の
中
で
歌
っ
た
曲

は
音
源
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
現
在
バ
サ
ッ
ク
劇
一
座
の
座
長
、
役
者

と
し
て
活
躍
中
の
オ
ル
・
ソ
ム
ア
ー
ン
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
王
立
芸
術
大
学
で
月
に

一
度
、
サ
ン
・
サ
ル
ン
か
ら
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=pkew
qY

Q
FkM

E> 

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
五

年
一
一
月
二
十
四
日
）

54　

同
書
、
九
六
頁
。

55　

Ly and M
uan, op. cit., p.124. 

遊
佐
（
前
掲
書
、
三
十
七
頁
）
で
は
一
九
五
〇
年

代
後
半
、
一
九
六
〇
年
代
に
一
般
家
庭
で
の
夕
食
後
の
団
欒
に
ラ
ジ
オ
で
流
れ
る
バ

サ
ッ
ク
劇
を
楽
し
ん
で
い
た
様
子
が
あ
る
。
ま
た
都
市
に
テ
レ
ビ
が
普
及
す
る
と
、
ラ

ジ
オ
で
の
人
気
を
引
き
継
い
で
バ
サ
ッ
ク
劇
の
番
組
が
人
気
だ
っ
た
と
い
う
（
同
書
、

八
十
三
頁
）。

56　

T
he Phnom

 Penh Post, “Last act for K
hm

er B
assac opera” 11 M

ay, 2001. 

<http://w
w

w.phnom
penhpost.com

/national/last-act-khm
er-bassac-opera> 

（
最
終
閲

覧
日
：
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
十
四
日
）

57　

Ly and M
uan, op. cit., p.170.

58　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

, op.cit., ទ.៤
៧

.

59　

ポ
レ
・
マ
ス
ペ
ロ
、
前
掲
書
、
二
九
五
頁
。

60　

お
そ
ら
く
中
国
語
の
「
幌
」
が
語
源
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
語
で
は
「
装
幌
子
」

で
「
ふ
り
を
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

61　

B
randon, op.cit., p205.

62　

二
〇
〇
〇
年
に
バ
サ
ッ
ク
劇
団
を
旗
揚
げ
し
た
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
の
ラ
ー
イ
・

テ
ィ
ダ
ー
一
座
は
、
座
長
の
祖
父
母
世
代
が
、
バ
サ
ッ
ク
劇
の
役
者
、
楽
師
を
し
て
お
り
、

現
在
は
家
族
、
一
族
全
員
が
一
座
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
に
は
一
四
〇
か

所
で
公
演
を
行
っ
た
と
い
う
。

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=2m
D

l2_-7B
W

Q
> 

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
五

年
一
一
月
二
十
四
日
）

63　

ព
េជ

្រ, ២
០

០
៣

, op.cit., ទ.១
៤

៦
.

に
よ
る
と
一
九
六
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
三
年
現

在
ま
で
、
ジ
ケ
ー
劇
で
最
も
多
く
上
演
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
。

64　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

, op.cit., ទ.៤
០

.

65　

二
〇
一
五
年
九
月
十
七
日
付
のK

hing H
oc D

y

氏 

と
の
私
信
に
よ
る
。

66　

同
。

67　

ポ
レ
・
マ
ス
ペ
ロ
、
前
掲
書
、
三
〇
四
頁
。

68　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

, op.cit., ទ.៤
៧

‐ ៤
៩

.

69　

B
randon, op.cit., p.158.

70　

チ
ュ
ッ
ト
（
前
掲
書
、
三
十
九
頁
）
で
は
一
九
五
一
年
の
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
で
上

演
さ
れ
た
バ
サ
ッ
ク
劇
の
前
座
で
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
が
着
る
よ
う
な
ド
レ
ス
を
身
に
つ

け
て
踊
る
舞
（「
ロ
ー
ト
」
は
飛
び
跳
ね
る
の
意
、
つ
ま
り
西
洋
婦
人
が
飛
び
跳
ね
る
）

が
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

71　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

,  op.cit., ទ.៤
៥

.

72　

Ibid.

73　

B
randon, op.cit., p.158.

74　

Thiem
ann, Julius. 2013. “Phantom

s of the O
pera: an old artform

 faces ex-

tinction” T
he Phnom

 Penh Post, 31 Jan. <http://w
w

w
.phnom

penhpost.com
/7days/

phantom
s-opera-old-artform

-faces-extinction> 

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
五
年
一
一
月

二
十
四
日
）

75　

い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
も
の

76　

中
国
語
の
「
鑼
」
で
、
い
わ
ゆ
る
銅
鑼
の
こ
と
。

77　

キ
ア
、
パ
オ
、
ロ
ッ
ク
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
楽
器
か
不
明
。

78　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

, op.cit., ម
៉ៅ

, op.cit.

79　

岡
崎
淑
子
、「
工
夫
を
こ
ら
し
た
楽
の
器
」『
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
知
る
た
め
の
62
章
』
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明
石
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
二
九
〇
―
二
九
四
頁
に
よ
れ
ば
、
モ
ハ
オ
リ
ー
と
は
、「
宗

教
的
な
意
味
合
い
の
な
い
行
事
、
宴
会
、
民
族
舞
踊
、
演
劇
の
伴
奏
、
日
常
的
な
楽
し

み
の
た
め
に
演
奏
さ
れ
る
。
歌
と
交
互
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
演
奏
す
る
こ
と
が
多
く
、
内

容
は
日
常
の
仕
事
、
子
守
唄
、
ラ
ブ
ソ
ン
グ
、
物
語
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
楽
器
編

成
に
弦
鳴
楽
器
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。」

80　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

,  op.cit., ទ.៤
៩
‐៥៧.

81　

お
そ
ら
く
語
源
は
中
国
語
の
「
冠
」

82　

現
在
で
は
痕
跡
も
な
い
が
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
中
心
部
に
あ
る
シ
ラ
ッ
プ
市
場
劇
場

が
有
名
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
人
が
多
い
。　

83　

遊
佐
（
前
掲
書
、
一
二
五
頁
）
に
よ
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
の
話
と
し
て
野

外
の
公
演
予
定
場
所
に
到
着
す
る
と
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
の
仕
切
り
板
を
倒
し
、
そ
の
ま

わ
り
に
同
じ
高
さ
の
板
張
り
の
台
を
継
ぎ
足
し
、
舞
台
と
し
た
。

84　

一
九
六
〇
年
代
の
バ
サ
ッ
ク
劇
専
用
の
常
設
劇
場
で
は
背
も
た
れ
の
な
い
木
製
の

長
椅
子
が
多
く
、
観
劇
に
行
っ
た
多
く
の
人
が
ト
コ
ジ
ラ
ミ
被
害
に
遭
っ
た
。
バ
サ
ッ

ク
劇
と
い
う
と
ト
コ
ジ
ラ
ミ
を
す
ぐ
連
想
す
る
人
も
い
る
。

85　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

, op.cit., ទ.៤
៣

86　

Ibid., ទ.៣
៦
‐ ៣

៧
. 

ま
た
以
前
は
書
き
割
り
幕
の
交
換
や
大
道
具
の
移
動
は
呼
子

笛
で
合
図
し
て
い
た 　

ទ.៤
៣

。

87　

Ibid., ទ.៤
៣

88　

Ibid. 

魯
大
鳴
、『
京
劇
役
者
が
語
る
京
劇
入
門
』
駿
河
台
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、

五
十
七
―
五
十
八
頁
に
よ
る
と
、
京
劇
で
は
約
束
事
を
示
す
小
道
具
と
し
て
テ
ー
ブ
ル

と
椅
子
が
使
用
さ
れ
る
。

89　

B
randon, op.cit., p205. 

チ
ュ
ッ
ト
（
前
掲
書
、
九
十
五
頁
）
に
よ
る
と
、
メ
コ
ン

川
流
域
に
あ
る
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
で
は
、
一
九
五
一
年
に
常
設
劇
場
で
上
演
さ
れ
て

い
た
と
き
に
は
切
符
を
販
売
し
て
お
り
、
大
人
は
自
分
の
子
ど
も
を
無
料
で
同
伴
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

90　

Ly and M
uan, op. cit., p.98.

91　

二
〇
一
五
年
九
月
二
十
日
、
福
富
友
子
氏
と
の
私
信
に
よ
る
。

92　

チ
ュ
ッ
ト
（
前
掲
書
、
三
十
九
頁
）
で
は
劇
が
夕
方
に
始
ま
り
深
夜
ま
で
続
い
た

こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

93　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

, op.cit., ទ.៣
៩

.

94　

一
九
三
七
年
五
月
八
日
付
第
十
九
号
。

95　

遊
佐
、
前
掲
書
、
一
二
六
頁
。

96　

The Phnom
 Penh Post, op.cit.

97　

Ibid.

98　

ព
េជ

្រ ១
៩

៩
៧

, op.cit., ទ.៤
៦

99　

ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
崩
壊
後
に
タ
ケ
オ
州
に
い
た
一
九
六
三
年
生
ま
れ
の
男
性
の
証

言
に
よ
る
。

100　

Ibid.

一
九
七
〇
年
代
に
バ
サ
ッ
ク
劇
を
見
た
こ
と
の
あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

衣
装
も
舞
台
も
貧
弱
で
娯
楽
性
が
薄
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

101　

Ibid.

102　

ទី ជី
ហួ

ត
. អ

ត
្ថ

ប
ទ

ល
្ខ

ោ
ន

ប
ាស

ាក
 ់រឿ

ង
 ត

េជ
ោ

យ
៉ត

 រៀ
ប

រៀ
ង

ដោ
យ

 ប៊ី
 

គ
ឹម

ស
ែន

.២
០

០
៤

. ទ.៤
-៧

.

103　

Phim
 ,Toni Sam

antha and A
shley Thom

pson, D
ance in C

am
bodia, O

xford 

U
niv Press, 2000, photo 14. 

ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
崩
壊
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
タ
イ
国
境

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
経
て
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

に
難
民
と
し
て
渡
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
約
二
十
三
万
人
に
上
り
、
そ
の
う
ち
の
約

十
五
万
人
が
ア
メ
リ
カ
に
定
住
し
た
。

“R
esettlem

ent of Indochinese refugees by destination, 1975–95” p.99 , http://w
w

w.

unhcr.org/3ebf9bad0.pdf#search=’Thai+C
am

bodia+border+refugee+the+third+cou

ntry’ （
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
十
四
日
）

104　

遊
佐
、
前
掲
書
、
二
二
四
頁
。
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———　となり合う〈遠き〉アジア　———

105　
ព

េជ
្រ ១

៩
៩

៧
, op.cit., ទ.៣

០
.

106　
The Phnom

 Penh Post, op.cit.
107　

C
han, C

heata, “Lakhorn B
asak faces extinction from

 m
odern com

petition”, 

T
he Phnom

 Penh Post, 4 Sept. 2013. <http://w
w

w.phnom
penhpost.com

/lift/lakhorn-

basak-faces-extinction-m
odern-com

petition> 

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
五
年
一
一
月

二
十
四
日
）
バ
サ
ッ
ク
劇
の
役
者
の
女
性
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
公
演
は
一
一
月

か
ら
半
年
の
乾
季
の
期
間
の
み
で
、
出
演
料
は
一
回
二
万
リ
エ
ル
（
約
五
〇
〇
円
）
で
、

そ
れ
も
毎
日
で
は
な
い
の
で
困
窮
生
活
を
送
っ
て
い
る
、
役
者
た
ち
は
普
段
は
バ
イ
ク

タ
ク
シ
ー
、
農
作
業
、
日
雇
い
を
し
て
生
活
し
て
い
る
、
と
答
え
て
い
る
。R

adio Free 

A
sia 13, A

pril, 2010. <https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=aTbJM

7U
jfY

w
> 

（
最
終

閲
覧
日
：
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
十
四
日
）

108　

The Phnom
 Penh Post, op.cit.

109　

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=PK
Em

B
TP4cI8> 

（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
十
四
日
）

110　

ポ
レ
・
マ
ス
ペ
ロ
、
前
掲
書
、
二
九
五
―
二
九
六
頁
。

111　

大
橋
・
ト
ロ
ン
、
前
掲
書
、
三
四
一
―
三
四
二
頁
。

112　

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?t=74&
v=0nad2lcV

p-s> 

（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
十
四
日
）

113　

B
randon, op.cit., p.60.

114　

The Phnom
 Penh Post, op.cit.

115　

Thiem
ann, op.cit.

116　

同
上

117　

兵
藤
裕
己
『
演
じ
ら
れ
た
近
代

―
〝
国
民
〟
の
身
体
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』、
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
六
頁
で
は
、
大
衆
の
「
趣
味
」
の
向
上
と
い
う
近
代
芸

術
に
固
有
の
啓
蒙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
近
代
芸
術
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
あ
る
が
、
そ
の

大
衆
の
「
趣
味
」
そ
の
も
の
に
足
元
を
す
く
わ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。

118　

た
と
え
ば
、C

TN

に
よ
る
二
〇
一
三
年
十
二
月
十
四
日
放
送
「
あ
な
た
も
億
万
長

者
に
」
と
い
う
ク
イ
ズ
番
組
で
は
、「
バ
サ
ッ
ク
劇
の
発
祥
の
国
は
」
と
い
う
問
題
の
答

え
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
四
つ
の
選
択
肢
し
か
上
げ

ら
れ
ず
、
そ
こ
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
議
論
に
な
っ
た
。

<https://w
w

w.khm
erload.com

/new
s/21223> 

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
五
年
一
一
月

二
十
四
日
）

〈
参
考
資
料
〉

使
用
し
た
主
な
動
画
は
以
下
の
通
り
。
テ
レ
ビ
で
の
実
際
の
放
送
日
時
は
不
明
。

「
パ
イ
リ
ン
の
ば
ら
」រឿ

ង
 ក

ុល
ាប

ប
៉ៃលិ

ន

（M
Y

TV

）

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=5w
qrM

g3K
85E>

「
チ
ャ
ン
ソ
ン
ヴ
ァ
ー
王
子
と
ボ
パ
ー
プ
オ
ン
姫
」រឿ

ង
 ច័

ន្
ទស

ង្
វារបុ

ប្
ផ

ាផួង

（C
TN

）

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?t=2035&
v=fQ

W
Zyar0cl0>

「
騎
士
デ
チ
ョ
ー
・
ミ
ア
ハ
」រឿ

ង
ត

េជ
ោ

ម
ាស

（SEATV

）

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=FiyN
JK

Esa5k>

「
遺
産
」（SEATV

）រឿ
ង

ប
ណ្

ដ
ាំម

រត
ក

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=lqL1I9JjsTg>

「
シ
ソ
ヴ
ァ
ン
王
子
と
チ
ャ
ン
ソ
ン
ヴ
ァ
ー
姫
」រឿ

ង
ព

្រះស
៊ីសុ

វណ
្ណ

ច
ន្

ទស
ង

្វា
（B

ayon TV

）

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=62A
R

crIF7z8>

「
ア
パ
イ
モ
ニ
王
子
と
シ
ソ
ヴ
ァ
ン
王
子
」រឿ

ង
ព្

រះអ
ផ

ៃម
ុន

ី ស៊ី
ស

ុវណ្
ណ

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=LM
eaM

6uM
vdM

>

「
マ
ッ
ク
ト
ゥ
ン
」រឿ

ង
 ម

៉ាក
់ថឺ

ង

（
ジ
ケ
ー
劇
）
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<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=ejTV
m

n1V
H

C
k>

「
マ
ッ
ク
ト
ゥ
ン
」រឿ

ង
 ម

៉ាក
់ថ

ឺង

（
バ
サ
ッ
ク
劇
）

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=xC
h-W

Q
rN

02s>
「
リ
ア
ム
ケ
ー
」រឿ

ង
 ព

្រះរាម
ន

ាង
ស

ិដា

（V
TV

C
antho

）

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=JnG
I8oG

ll8M
>

「
ソ
ヴ
ァ
ン
コ
マ
ー
王
子
チ
ョ
ム
パ
ー
ヴ
ァ
テ
イ
姫
」រឿ

ង
 ស

ុវណ
្ណ

ក
ុម

ារច
ំប

៉ាវត
្តី

（TV
K

）

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=w
-8uvA

osvI0>

「
ソ
ヴ
ァ
ン
・
ド
ー
ン
・
ク
チ
ャ
イ
」រឿ

ង
 ស

ុវណ
្ណ

ដូង
ខ្ច

ី（M
Y

TV

）Sovan dong kh-

chey

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=w
1rD

av5tuxg>

「
ソ
ヴ
ァ
ン
ナ
ラ
王
子
」រឿ

ង
 ស

ុវណ
្ណ

ារ៉ា
（B

ayon TV

）

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=2m
D

l2_-7B
W

Q
>

「
魔
法
の
ラ
ン
プ
の
秘
密
」រឿ

ង
 អ

ាថ
៌ក

ំប
ាំង

ច
ង

្ក
ៀ

ង
ទិព

្វ

（V
TV

C
antho

）

<https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=e-FqZm
9l1v8>


